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夢
の
浮
島
へ

去
る
八
月
十
一
日
区
内
学

童
と
、
そ
の
お
母
さ
ん
達

五
五
〇
名
は
母
子
列
車
カ

ツ
パ
号
で
霞
ケ
浦
夢
の
浮

島
へ
向
つ
た
　
土
浦
か
ら

は
船
で
…
…

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
児
童
歌
手

の
合
唱
、
童
心
座
の
腹
話
術

等
車
中
、
船
中
喜
ん
だ

児
童
達
は
更
に
夢
の
浮
島

で
の
一
日
を
泳
い
だ
り
、

水
瓜
と
り
、
宝
さ
が
し
、

各
種
演
芸
等
々
大
騒
ぎ

写
真
は
児
童
と
お
母
さ
ん

等
を
乗
せ
て
楽
し
か
つ
た

夢
の
浮
島
へ「
さ
よ
な
ら
」

す
る
船

足立区政ニユース
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酷

暑
と
闘

ひ

議
員
総
会
開
く

去
る
八
月
三
日
区
議
事
堂
に
議
員
総
会

が
開
会
さ
れ
、
汚
水
処
分
場

設
置
の
件
外
十
二
の
案
件
に
つ
い

て
審
議
し
た
。
当
日
も
打
続
く
炎

天
で
水
銀
柱
は
、
は
ね
上
り
、
審

議
す
る
人
達
の
額
に
は
拭
ふ
後
か

ら
汗
が
滲
み
出
て
、
議
場
内
の
あ

ち
こ
ち
に
は
白
い
ハ
ン
カ
チ
ー
フ

が
絶
え
間
な
く
動
い
て
い
た
。

審
議
事
項
の
主
な
も
の
を
拾
つ
て

み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る

一
、
汚
水
処
分
場
設
置
に
つ
い
て

区
内
南
宮
城
町
に
計
画
さ
れ
た

汚
水
処
分
場
設
置
に
つ
い
て
は

区
の
発
展
を
著
し
く
阻
害
す
る

も
の
と
し
て
過
般
区
民
各
位
の

絶
大
な
る
協
力
に
よ
り
五
万
数

千
名
に
昇
る
署
名
を
得
て
、
当

局
へ
反
対
陳
情
を
行
い
効
を
奏

し
た
模
様
で
あ
つ
た
が
、
其
の

後
当
局
の
鋭
蜂
が
再
び
本
区
新

田
方
面
へ
向
け
ら
れ
、
事
態
は

極
め
て
切
迫
し
た
も
の
が
あ
り

、
之
に
対
し
て
慎
重
審
議
の
結

果
早
速
特
別
委
員
会
の
手
に
よ

り
そ
の
具
体
策
を
展
開
す
る
こ

と
に
決
定
し
た

二
、
都
建
設
事
務
所
の
廃
止
決
議
文

可
決

地
方
自
治
法
施
行
以
来
区
の
自

治
権
拡
充
は
着
々
そ
の
実
を
挙

げ
つ
ゝ
あ
る
。
処
が
今
回
更
に

二
十
三
区
議
長
会
に
於
て
、
こ

の
自
治
権
拡
充
の
一
環
と
し
て

都
の
出
先
機
関
整
理
の
重
要
性

に
鑑
み
現
在
都
土
木
行
政
の
出

先
機
関
と
な
つ
て
居
る
都
建
設

事
務
所
を
此
の
際
廃
止
し
、
こ

の
権
限
を
挙
げ
て
区
へ
移
譲
す

る
様
、
都
に
対
し
各
区
議
会
の
決
議

文
を
提
出
す
る
こ
と
に
決

定
、
本
区
議
会
に
於
て
も
こ
の

都
建
設
事
務
所
廃
止
決
議
文
を
満

場
一
致
で
可
決
し
た

三
、
遮
断
機
設
置
(
常
磐
線
五
反
野
南

町
地
内
)
の
陳
情
に
つ
い

て下
山
事
件
で
一
躍
有
名
と
な
つ

た
五
反
野
南
町
地
内
常
磐
線
踏

切
は
可
成
り
の
交
通
量
を
有
す

る
に
も
拘
は
ら
ず
現
在
遮
断
機

の
設
備
が
な
い
為
、
輪
禍
が
頻

々
と
し
て
惹
き
起
さ
れ
本
年
だ

け
で
も
既
に
四
件
の
多
き
に
昇

つ
て
を
り
、
地
元
民
か
ら
は
「
魔

の
踏
切
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
為
過
般
地
元

か
ら
該
箇
所
に
是
非
遮
断
機
又

は
警
報
機
を
設
置
さ
れ
た
い
旨

の
陳
情
が
行
は
れ
、
区
議
会
は

満
場
一
致
で
之
を
採
択
近
く
鉄

道
当
局
へ
之
が
早
急
実
施
方
を
要
望

す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た

四
、
元
宿
、
梅
田
排
水
場
に
つ
い

て
、

毎
年
雨
期
の
出
水
に
苦
し
め
ら

れ
る
区
民
も
先
般
裏
門
堰
排
水

場
の
完
成
で
ほ
つ
と
一
息
と
云

う
形
だ
が
、
勿
論
出
水
の
対
策

は
こ
れ
で
完
璧
と
云
う
わ
け
で

は
な
く
更
に
元
宿
、
梅
田
両
排

水
場
の
完
成
を
ま
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
両
排
水
場
の
其
の

後
の
模
様
は
ど
う
な
つ
て
い
る
だ
ろ

う
か
?

元
宿
排
水
場
の
工
事
は
既
に
八

十
%
の
工
程
を
完
了
、
残
す
処

水
門
工
事
の
み
と
な
つ
て
居
り

、
都
補
正
予
算
の
通
過
を
ま
つ

て
直
ち
に
着
工
さ
れ
る
筈
だ
が

と
り
あ
へ
ず
七
月
二
十
二
日
よ

り
仮
締
切
工
事
に
着
手
目
下
そ

の
工
事
を
進
め
つ
ゝ
あ
る

次
に
梅
田
排
水
場
に
つ
い
て
は

こ
の
工
事
が
相
当
大
規
模
の
も

の
で
あ
り
現
下
の
予
算
面
、
資

材
面
か
ら
見
て
早
急
実
現
は
困
難

で
あ
る
為
暫
定
措
置
と
し
て

有
力
な
仮
排
水
機
を
設
置
す
る

こ
と
に
内
定
、
都
の
補
正
予
算
通

過
次
第
着
工
の
予
定
で
目
下

そ
の
設
計
を
急
い
で
い
る

〝
常

任

委

員

会
〟

の

動

き

七
月
二
十
九
日
財
務
委
員
会
を
開

会
左
の
案
件
に
つ
い
て
審
議

1
.
自
転
車
荷
車
税
等
の
鑑
札
付
換

に
つ
い
て

2
.
家
屋
一
斉
調
査
実
施
に
つ
い
て

3
.税
務
協
力
委
員
設
置
に
つ
い
て

七
月
二
十
九
日
朝
鮮
人
学
校
経
費
国

庫
負
担
の
件
で
金
子
区
議
会
議
長
並

藤
來
教
育
委
員
長
は
朝
連
側

代
表
三
名
を
同
伴
都
議
会
へ

陳
情
を
行
つ
た

八
月
四
日
先
般
区
議
会
で
決
定
と

な
つ
た
西
新
井
橋
改
築
の
件
に

つ
い
て
土
木
委
員
長
理
事
が
都
議
会

議
長
、
都
知
事
を
訪
問
陳

情
書
を
提
出
す
る
と
共
に
善
処

方
を
要
望
し
た

八
月
八
日
厚
生
委
員
会
を
開
会
左

の
案
件
に
つ
い
て
審
議

1.
沼
田
民
生
事
務
所
建
築
に
つ

い
て

2
.
五
反
野
保
育
園
開
設
に
つ
い

て

八
月
九
日
汚
水
処
分
場
設
置
反
対

々
策
特
別
委
員
会
を
開
会
、
新

ら
た
に
新
田
地
区
一
円
に
六
万

八
千
余
坪
を
以
て
設
置
の
模
様

に
あ
る
該
処
分
場
に
つ
き
対
策

を
審
議
前
回
の
南
宮
城
町
の
場

合
と
同
様
な
方
法
で
陳
情
を
行

う
こ
と
に
決
定

八
月
十
日
数
育
委
員
会
を
開
会
左

の
案
件
に
つ
い
て
審
議

1
.
区
立
九
中
建
設
工
事
進
捗
状
況

に
つ
い
て

2
.
通
学
区
域
変
更
対
策
委
員
会
設
置

に
つ
い
て

3
.区
立
十
四
中
校
地
の
換
地
に

つ
い
て

八
月
十
六
日
土
木
委
員
会
に
於
て

は
左
の
件
に
つ
い
て
夫
々
関
係
当

局
へ
陳
情
を
行
つ
た
。
尚
陳

情
終
了
後
委
員
会
を
開
会
土
木

行
政
に
つ
き
審
議
を
行
う

1
.
千
住
新
橋
橋
幅
拡
張
に
つ
い

て

2
.
新
田
地
域
都
バ
ス
乗
入
れ
に

つ
い
て

八
月
十
八
日
建
築
委
員
会
を
開
会

左
の
件
に
つ
い
て
審
議

1
.
千
住
一
、
二
丁
目
並
千
住
中
居

町
及
龍
田
町
の
一
部
商
業
地

域
に
変
更
方
陳
情
に
つ
い
て

八
月
十
九
日
数
育
委
員
会
を
開
会

左
の
件
に
つ
い
て
審
議

1
.
昭
和
二
十
四
年
度
教
室
割
当

に
つ
い
て

2
.
朝
鮮
人
学
校
児
童
教
育
に
関

す
る
請
願
に
つ
い
て
。

納 期9 月 末 の 税 金 は

( 1) 　都民税

( 2) 　特別区民税

事業税はもう納められましたか　納期は8月31日迄でした
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区
農
地
委
員
選
挙
終
る

=
投
票
率
〇
、
六
〇
八
=

八
月
十
八
日
改
正
法
に
よ
り
、始

め
て
区
選
挙
管
理
委
員
会
の
管

理
の
下
に
区
農
地
委
員
会
委
員
総
選
挙

が
行
わ
れ
た
が
、一
号
階
層

は
定
員
を
超
え
な
い
た
め
、無
投

票
と
な
り
、二
号
、三
号
の
選
挙

人
に
よ
り
、旧
町
村
単
位
に
設
置

さ
れ
た
九
ケ
所
の
投
票
所
に
お
い

て
、
午
前
七
時
よ
り
一
斉
に
投
票

が
開
始
さ
れ
た

農
地
委
員
会
の
任
務
は
最
近
公

布
さ
れ
た
土
地
改
良
法
に
よ
り
耕

地
整
理
に
伴
う
交
換
分
合
等
、こ

れ
か
ら
が
最
も
農
家
農
民
に
と
つ
て

重
大
関
心
事
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
が
、一
般
に
は
農

地
委
員
の
任
務
は
既
に
終
了
を
見

た
か
に
感
じ
ら
れ
た
事
と
、競
争

が
余
り
激
甚
で
な
か
つ
た
事
が
、

投
票
率
を
六
制
強
と
い
う
余
り
香

ば
し
く
な
い
成
績
に
止
め
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。し
か
し
全
国
的
に

見
て
無
投
票
区
の
多
い
中
で
六
割

を
超
え
る
投
票
率
を
示
し
た
事
は

、ま
ず
良
好
の
部
に
入
る
も
の
と

思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

開
票
は
当
日
午
後
七
時
よ
り
選

挙
会
に
お
い
て
行
わ
れ
左
記
の
当

選
者
を
決
定
し
た

当
選
者

投
票
率
　
は
次
の
と
お
り

第
一
号
立
候
補
者
(
定
員
四
名
)

註
無
投
票

当
落
別
　
得
票
数
　
候
補
者
氏
名

当
　
　
　
　
　
　
日
比
谷
甚
藏

〃
　
　
　
　
　
　

石
渡
元
次
郞

〃
　
　
　
　
　
　

小
宮
新
太
郞

〃
　
　
　
　
　
　

市
川

吉
藏

第
二
号
立
候
補
者
(
定
員
四
名
)

当
　
　
一
七
八
　
芦
川
幸
四
郞

〃
　
　
一
七
二
　
小
倉
重
三

〃
　
　
一
二
二
　
渡
邊
正
一

〃
　
　
一
一
四
　
谷
古
宇
庄
次

次
　
　
　
九
六
　
葉
本
松
之
助

〃
　
　
　

四
〇
　
日
比
谷
光
剛

第
三
号
立
候
補
者
(
定
員
十
二
名
)

当
　
　

三
三
四
　
鈴
木

安
行

〃
　
　
二
九
七
　
須
賀
博
藏

〃
　
　
二
七
四
　
橫
山
貞
治

〃
　
　
二
五
三
　
福
田
圓
次
郞

〃
　
　
二
四
八
　
國
井
金
太
郞

〃
　
　
二
二
一
　
矢
萩
三
保
三

〃
　
　

二
〇
三
　宇
佐
見
藤
治
郞

〃
　
　
一
九
三
　
吉
田
半
次
郞

〃
　
　
一
九
一
　
平
田
藤
次
郞

〃
　
　
一
九
〇
　
市
川
欣
央

〃
　
　
一
七
〇
　
齋
藤
常
吉

〃
　
　

一
六
六
　
鈴
木

一
太

次
　
　
一
二
一
　
飯
塚
武
安

都
民
葬
儀
の
御
利
用
を

全費用4. 350円

葬
儀
費
の
捻
出
は
一
般

庶
民
階
級
に
と
つ
て
は

少
な
か
ら
ぬ
負
担
と
な
つ

て
い
る
の
で
都
で
は

安
い
費
用
で
す
ま
せ
る
方
法

と
し
て
都
民
葬
儀

を
計
画
、今
回
都
下
三

百
軒
の
業
者
と
火
葬
場
九
ケ
所
を

指
定
、区
役
所
で
発
行
す
る
葬
儀

券
(
ク
ー
ポ
ン
式
)
を
利
用
す
れ
ば

四
、三
五
○
円
で
葬
儀
万
端
す
ま

せ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。そ
の

内
訳
は
葬
祭
二
六
〇
〇
円
、霊
柩

車
七
五
○
円
、火
葬
料
一
、〇
〇
〇

円
で
祭
壇
は
三
段
飾
り
、そ
の

他
の
木
棺
(
標
準
品
)
一
本
、位

牌
一
基
、防
水
紙
一
枚
、経
帷
巾

一
枚
、杖
、珠
数
等
一
組
、香
典
帳

、忌
中
紙
会
葬
帳
一
揃
、袋
詰

二
〇
〇
個
を
含
ん
で
い
る
。霊
柩

搬
送
は
十
粁
迄
七
五
〇
円
、一
粁

を
増
す
如
に
三
〇
円
で
あ
る
。火

葬
は
七
五
〇
円
、他
に
骨
壺
、骨
箱

等
遺
骨
収
容
品
二
五
〇
円
で
あ
る

利
用
者
は
死
亡
診
断
書
を
区
役
所

民
生
課
又
は
支
所
厚
生
課
に
提
示

し
葬
儀
券
を
受
け
て
最
寄
の
指
定

業
者
に
申
込
む
こ
と
、料
金
は
葬

儀
券
を
切
取
り
該
当
業
者
に
支
払

へ
ば
よ
い
。都
民
葬
儀
の
申
込
は

都
内
指
定
業
者
の
何
処
で
も
差
付

へ
な
い
が
本
区
の
取
扱
所
は
次
の
通

り
都
民
葬
儀
取
扱
所

足
立
区

松
原
重
忠
　
　
千
住
寿
町

芦
川
信
男
　
　
六
月
町
五
一
二

芦
川
淺
次
　
　
内
匠
本
町
一
三

小
宮
　
　
　
　
藤
本
木
町
三
ノ
二
四
二
九

小
川
由
雄
　
　
西
新
井
町
一
〇
八
七

内
田
傳
藏
　
　
興
野
町
一
一
五
五

稻
垣
邦
輔
　
　
千
住
仲
町
五
八

肥
後
よ
ね
　
　
千
住
大
川
町
二

常
深
晟
二
　
　
千
住
旭
町
七
〇

蓮
地
謙
吉
　
　
柳
原
町
一
五
〇

牛
込
ま
つ
　
　
梅
田
町
一
ノ
六
二
三

保

健

所

診

療

料

金
改

正

さ

る

保
健
所
の
診
療
料
金
(
使
用
料
及

手
数
料
)
は
従
来
余
り
に
も
健
康

保
険
の
料
金
と
距
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
去
る
八
月
十
六
日
よ
り
次

の
通
り
改
正
に
な
り
ま
し
た

一
、
使
用
料

X
線
診
断
料

透
視
　
一
回
　
　
五
〇
円

写
真
　
一
葉

間
接
撮
影

三
五
m
m
×
三
五
m
m
　
　
二
五
円

六
〇
m
m
×
六
〇
m
m
　
　
五
〇
円

直
接
撮
影

歯
科
用
標
準
型
　
　
　
五
〇
円

カ
ビ
ネ
型
　
　
　
　

二
二
〇
円

八
ツ
切
型
　
　
　
　
二
六
〇
円

六
ツ
切
型
　
　
　
　
三
五
〇
円

四
ツ
切
型
　
　
　
　

四
四
〇
円

大
四
ツ
切
型
　
　
　

五
二
五
円

ぺ
ー
パ
ー
フ
イ
ル
ム
所
定
料
金

の
三
割
引

試
験
検
査
料
　
一
回

喀
痰
検
査
　
塗
抹
　
　
一
五
円

培
養
検
査
　
　
　
　

一
三
〇
円

ふ
ん
便
検
査
一
検
査
付
一
五
円

尿
検
査
　
　

一
検
査
付
一
五
円

梅
毒
血
液
反
応
検
査

補
体
結
合
反
応
(
ワ
ツ
セ
ル
マ
ン

)
　

八
五
円

沈
降
反
応
　
　
　
　
　
　
三
五
円

赤
血
球
沈
降
速
度
検

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

東
京
都
予
防
接
種
実
費
徴
収

規
則
に
基
い
て
定
め
た
額
と

す
る

綜
合
検
査

結
核
　
　
　
　
　
　
　
八
五
円

姙
婦
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
円

採
血
料
(
採
血
の
み
を
行
つ
た

場
合
徴
収
す
る
)
　
一
五
円

普
通
薬
　
一
回
一
剤
　
　
一
五
円

高
価
薬

ス
ル
フ
ア
ダ
イ
ヤ
ジ
ン
一
瓦
　
六
〇
円

ス
ル
フ
ア
チ
ア
ゾ
ー
ル
一
瓦
　
三
〇
円

薬
剤
容
器
料
　
　
一
箇
　
　
三
〇
円

注
射
料

マ
ハ
ル
ゼ
ン
マ
ハ
ル
ゾ
ー
ル

一
号
(
〇
、〇
四
)
　
一
二
〇
円

サ
ル
ウ
ア
ル
サ
ン
二
号
(
〇
、

〇
六
)
　
　
　
　
　
一
二
〇
円

一
号
二
号
　
　一
七
五
円

三
号
四
号
　
　二
〇
〇
円

五
号
六
号
　
　
二
六
〇
円

ネ
オ
ア
ル
ゼ
ノ
ベ
ン
ゾ
ー
ル

(
〇
、
〇
三
)
　
　
　
　

五
〇
円

(
〇
、
〇
七
)
　
　
　
　

五
〇
円

蒼
鉛
剤
　
　
　
　
　
　

四
〇
円

ペ
ニ
シ
リ
ン
混
合
(
十
万
単
位
)

三
〇
〇
円

油
臘
(
三
十
万
単
位
)

二
、〇
〇
〇
円

特
殊
注
射
処
置
料
一
回
　
五
〇
円

予
防
接
種
料
　
　
一
回

麻
し
ん
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
円

予
防
接
種
法
に
規
定
す
る
予
防
接
種

料
に
つ
い
て
は
規
定
に
基

く
額
と
す
る

処
置
料
　
　
一
回

人
工
気
胸
術
初
回
片
側

一
七
五
円

両
側
　
二
六
〇
円

第
二
回
以
降
片
側
　
一
三
〇
円

両
側
　
二
二
〇
円

太
陽
灯
照
射
　
　
　
　
一
五
円

洗
滌
処
置
　
　
　
　
　
一
五
円

手
数
料

普
通
診
断
書
　
　
　
　
四
〇
円

特
別
診
断
書
　
　
　
　
八
〇
円

処
方
箋
　
　
　
　
　
　
四
〇
円

証
明
書
　
　
　
　
　
　
四
〇
円



昭和24年9月1日足立区政ニユース第16号 (四)

季節の窓

曼
珠
沙
華

池
堤
に
田
圃
の
縁
に
曼

珠
沙
華
の
花
が
咲
く

秋
草
と
し
て
は
珍
ら
し

い
程
の
そ
の
紅
さ
は
、

あ
や
し
げ
な
女
の
唇
の

よ
う
に
毒
々
し
い
。有
毒
植
物

で
も
あ
り
、そ
の
紅
さ
の
は
げ

し
さ
ゆ
え
に
、あ
ま
り
愛
さ
れ

て
い
な
い
花
で
は
あ
る
が
静
か

な
雨
の
日
の
寂
光
の
中
に
濡
れ

て
い
る
さ
ま
な
ど
妖
し
げ
な
心

の
と
き
め
き
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る

彼
岸
花
、捨
子
花
、天
蓋
花
、

三
昧
花
、狐
の
枕
等
地
方
に
よ

つ
て
い
ろ
い
ろ
呼
ば
れ
て
い
る

が
狐
の
枕
な
ど
、こ
の
花
ら
し

く
ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
で
面
白
い

曼
珠
沙
華
が
咲
く
昨
日
今
日
も

は
や
新
涼
の
空
で
あ
る

曼
珠
沙
華
　
　
　
　白
秋

G
o
n
s
h
a
n
　
G
o
n
s
h
a
n

何
処
へ
行
く

赤

い
御
墓
の
曼
珠
沙

華
　

曼
珠
沙
華

け
ふ

も
手
折
り
に
来

た
わ

い

なG
o
n
s
h
a
n
　
G
o
n
s
h
a
n

何
本
か

地
に
は
七
本
　

血
の

や
う
に

血
の
や
う
に

ち
や
う
ど
　
あ
の
児
の
年
の
数

G
o
n
s
h
a
n
　
G
o
n
s
h
a
n

気
を
つ
け
な

ひ
と
つ
摘
ん
で
も
　
日
は
真
昼
　

日
は
真
昼

ひ
と
つ
あ
と
か
ら
ま
た
ひ
ら

くG
o
n
s
h
a
n
　
G
o
n
s
h
a
n

何
故
泣
く
ろ

何
時
ま
で
取
つ
て
も
曼
珠
沙

華
　

曼
珠
沙
華

恐

や
赤
し
や
　

ま
だ
七
つ

淵

江

実

践

郷

貯
蓄
強
調
ポ
ス
タ
ー
展

淵
江
実
践
郷
で
は
生
活
の
改
善

貯
蓄
の
増
強
に
関
し
更
に
管
内
に

そ
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
る
た
め
淵
江

小
学
校
児
童
に
ポ
ス
タ
ー
の
製

作
を
依
頼
中
の
処
此
の
程
出
来
上

つ
た
の
で
本
月
九
日
各
関
係
者
に

よ
る
審
査
会
を
催
し
優
秀
作
品
七

点
、
佳
作
八
点
を
選
定
し
た
、
之

等
優
秀
作
品
に
は
平
田
運
営
委
員

長
よ
り
賞
状
と
賞
品
を
授
与
さ
れ

る
。作
品
は
目
下
第
十
六
出
張
所
に

於
て
展
覧
中
で
あ
る

尚
優
秀
者
は
次
の
通
り
で
あ
る

一
等
　
五
年
　
村
井
澤
子

二
等
　
六
年
　
河
内

保
子

〃
　
　
五
年
　
櫻
井

春
美

三
等
　
四
年
　
澤
地
鞠
子

〃
　
　
〃
　
　
輿
石
い
つ
子

〃
　
　
六
年
　
輿
石
國
男

〃
　
　
四
年
　
〓
〓
幸
男

〝
区
民
体
育
大
会
〟

開

催

迫

る

区
民
の
体
育
向
上
と
親
睦
を
図
る

目
的
で
第
二
回
区
民
体
育
大
会
が

来
る
十
月
二
日
(
予
定
)
緑
町
グ

ラ
ン
ド
に
於
て
開
催
さ
れ
る

目
下
係
で
は
区
民
各
位
の
熱
望
に

応
へ
る
べ
く
鉄
壁
の
布
陣
を
敷
き

具
体
策
を
協
義
中
で
あ
る
が
、
城

北
の
野
に
展
開
さ
れ
る
一
大
体
育
絵
巻

を
期
待
さ
れ
た
い
、
種
目
、

及
詳
細
は
追
つ
て
発
表
す
る

都
営
応
急
簡
易
住
宅

入
居
者
の
皆
様
へ
!

東
京
都
で
は
昨
年
九
月
出
来
た
新

し
い
規
則
に
基
い
て
皆
様
方
の
現

在
居
住
し
て
居
る
都
営
住
宅
を
左

の
条
件
に
依
り
希
望
者
に
は
直
ち

に
払
下
て
居
り
ま
す
か
ら
御
希
望

の
方
は
早
速
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。

一
、
払
下
条
件

イ
移
転
敷
地
の
有
る
も
の

ロ
借
地
で
土
地
所
有
者
の
使
用

承
諾
書
の
あ
る
も
の

註
(
但
し
現
在
敷
地
が
民
有
地

の
時
は
地
主
の
土
地
使
用
承
諾

が
あ
れ
ば
現
状
の
ま
ゝ
払

下
げ
る
)

ハ
向
う
三
ケ
年
以
上
住
宅
と
し

て
使
用
す
る

二
払
下
価
格
(
左
表
)

三
払
下
手
続
方
法

払
下
申
請
書
及
び
地
主
の
土
地

使
用
承
諾
書
を
各
居
住
の
区
役

所
の
受
付
を
経
て
東
京
都
建
築

局
企
画
課
管
理
係
に
提
出
す
る

尚
用
紙
は
各
区
役
所
に
備
付
け
て

有
り
ま
す

詳
細
問
合
せ
は

千
代
田
区
大
手
町
一
ノ
七

東
京
都
建
築
局
企
画
課
管
理
係
(

都
電
神
田
橋
下
車
)
で
す


